





















































































葛 西 真記子・小 泉 智 世
―７２―
項 目 因子１ 因子２ 因子３ 因子４
Ⅰ 家族・他者等による支え（α＝０．９１）
Ｑ２１ 私には親や友達・付き合っている人の他に私が元気のない時に励ましてくれる人がいる。 ０．７４ ０．１０ ０．２０ ０．１４
Ｑ２４ 私には親や友達・付き合っている人の他に私の良い所も悪い所も認めてくれる人がいる。 ０．７４ ０．１４ ０．１６ ０．１３
Ｑ３１ 私には親や友達・付き合っている人の他に普段から私の気持ちをよく分かってくれる人がいる。 ０．７２ ０．１１ ０．２３ ０．１６
Ｑ１７ 私の親（または親代わりの人）は普段から私の気持ちをよく分かってくれる。 ０．７２ ０．３２ ０．０６ ０．１２
Ｑ２９ 私の親（または親代わりの人）は私が困っている時にアドバイスをくれる。 ０．６８ ０．３８ －０．０２ ０．１５
Ｑ５ 私の親（または親代わりの人）は私が元気のない時に励ましてくれる。 ０．６２ ０．２８ －０．０３ ０．１６
Ｑ８ 私の親（または親代わりの人）は私の良い所も悪い所も認めてくれる。 ０．５７ ０．２６ －０．０４ ０．２０
Ｑ１３ 私の友達は私が困っている時にアドバイスをくれる。 ０．５５ ０．１５ ０．１１ ０．２１
Ｑ３４ 私には信用している人がいてその人によって支えられていると思う。 ０．５３ ０．２２ ０．１６ ０．３１
Ｑ２７ 今の自分は今までたくさんの人に支えられてきたおかげだと思う。 ０．４０ ０．３２ ０．０８ ０．３６
Ⅱ 前向きな姿勢による支え（α＝０．８５）
Ｑ２０ 私には目標があるのでつらい事があってもがんばれる。 ０．１７ ０．７８ ０．０４ ０．０５
Ｑ１４ 苦しい時でも自分の力を信じてがんばることができる。 ０．１３ ０．６２ ０．０８ ０．２６
Ｑ１６ 勉強ができる事は今の自分の自信になっている。 ０．１８ ０．６１ ０．０８ －０．０１
Ｑ６ 嫌な事でも自分の目標のためにやらなくてはいけない事なら我慢してすることができる。 ０．０１ ０．６１ ０．０５ ０．１８
Ｑ３０ 自信をなくしている時でも「がんばろう」と思って元気を出すことができる。 ０．１６ ０．５７ ０．１３ ０．１４
Ｑ１０ 今やっておかなければならない事があると思うとやる気が出てくる。 ０．１６ ０．５７ －０．０１ ０．０５
Ｑ１５ 私には夢がある。 ０．１９ ０．５６ －０．０３ －０．０４
Ｑ２２ 自分の将来には不安もあるがチャンスもあると思えば安心する。 ０．３５ ０．５０ －０．０３ ０．０３
Ｑ２８ 今までの経験は自分のために役立っていると思う。 ０．１４ ０．４７ ０．１４ ０．２２
Ｑ１８ これまでいろいろ苦しい事もあったが自分のためには必要な事だったと思う。 ０．２１ ０．４３ ０．１１ ０．２２
Ｑ２ 今の自分の成績（勉強・運動）を考えると「がんばってきたな」と思う。 ０．１９ ０．３８ ０．０９ －０．０２
Ⅲ 異性による支え（α＝０．９２）
Ｑ３ 私の付き合っている人（あるいは異性の友達）は私が元気のない時に励ましてくれる。 ０．０４ ０．１３ ０．８２ ０．２４
Ｑ２３ 私の付き合っている人（あるいは異性の友達）は私が困っている時にアドバイスをくれる。 ０．１１ ０．０７ ０．８１ ０．２３
Ｑ９ 私の付き合っている人（あるいは異性の友達）は普段から私の気持ちをよく分かってくれる。 ０．１５ ０．０６ ０．８０ ０．１６
Ｑ３２ 私の付き合っている人（あるいは異性の友達）は私の良い所も悪い所も認めてくれる。 ０．１４ ０．１５ ０．８０ ０．２４
Ⅳ 友達による支え（α＝０．８７）
Ｑ１３ 私の友達は私が困っている時にアドバイスをくれる。 ０．２４ ０．０３ ０．２３ ０．８０
Ｑ１９ 私の友達は私が元気のない時に励ましてくれる。 ０．１９ ０．０９ ０．３０ ０．７５
Ｑ１２ 私には一緒に活動（勉強する・運動する）して支えてくれる友達がいる。 ０．２３ ０．１６ ０．２１ ０．６５
Ｑ１ 私の友達は普段から私の気持ちをよく分かってくれる。 ０．３１ ０．０６ ０．３１ ０．５４
Ｑ２６ 私の友達は私の良い所も悪い所も認めてくれる。 ０．２７ ０．１５ ０．３１ ０．５０
固有値 ４．８５ ４．３５ ３．２５ ３．０４
寄与率（％） １４．２５ １２．８０ ９．５５ ８．９５







































男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 F値 F値 交互作用 F値
「家族・他者等」
による支え
３．７５ ４．２２ ３．０９ ３．５ ３．１９ ３．６３ ３．８２ ４．１９ １４．９３＊＊＊ １８．５５＊＊＊ ０．０６
０．８８ ０．８４ ０．８７ ０．９ ０．８９ ０．８ ０．６６ ０．５８ ②③＜①④ 男＜女
「前向きな姿勢」
による支え
３．７９ ３．８ ３．３５ ３．１９ ３．５６ ３．６６ ３．７４ ３．９６ １０．７９＊＊＊ ０．３１ １．１１
０．６５ ０．７３ ０．６８ ０．７４ ０．７２ ０．６ ０．６ ０．５ ②＜①③④
「異性」による支
え
２．７９ ３．５ ３．０６ ３．０４ ３．３２ ３．５１ ３．５１ ３．８２ ５．４７＊＊ ５．９３＊ １．４９
１．３ １．１３ ０．６７ １．０６ １．１２ ０．９８ １．０５ ０．８７ ①②＜④ 男＜女
「友達」による支
え
３．１２ ４．０４ ３．３１ ４．０１ ３．６９ ４ ３．７５ ４．３６ ５．９１＊＊ ４７．０５＊＊＊ １．７４
０．９ ０．７３ ０．７２ ０．７８ １．０２ ０．６９ ０．８１ ０．６２ ①②＜④ 男＜女
表２ 心理的支え尺度の下位尺度の平均点と標準偏差および F値
下段は標準偏差．＊＊＊P＜．００１，＊＊P＜．０１，＊P＜．０５．
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小 学 生 中 学 生 高 校 生 大 学 生
男子 ％ 女子 ％ 男子 ％ 女子 ％ 男子 ％ 女子 ％ 男子 ％ 女子 ％
母親 ７４ ５５．６ １２９ ５５．１ ５６ ５５．４ ６５ ６９．９ ５０ ５８．１ １３８ ７０．４ １０１ ５７．５ １５６ ６３．９
父親 ３９ ２９．３ ６５ ２７．８ ３６ ３５．６ ２３ ２４．７ ３４ ３９．５ ５３ ２７．０ ５８ ３３．１ ６４ ２６．２
兄弟・姉妹 ２ １．５ ８ ３．４ ０ ０．０ １ １．１ ０ ０．０ ０ ０．０ １ ０．１ ６ ２．５
祖父母 ９ ６．８ ２７ １１．５ ４ ４．０ ４ ４．３ ０ ０．０ ５ ２．６ ９ ５．１ １５ ６．１
叔父・叔母 ８ ６．０ ２ ０．９ ５ ５．０ ０ ０．０ ２ ２．３ ０ ０．０ ６ ３．４ ３ １．２
先生 １ ０．８ ３ １．３ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０






































































小 学 生 中 学 生 高 校 生 大 学 生
男子 ％ 女子 ％ 男子 ％ 女子 ％ 男子 ％ 女子 ％ 男子 ％ 女子 ％
兄弟・姉妹 ５３ ５２．５ ６７ ３９．４ ２０ ３３．９ ３４ ４０．０ ６ ２６．１ ２９ ４６．０ ３４ ４１．０ ７０ ５８．３
祖父母 ２３ ２２．８ ５５ ３２．４ ２０ ３３．９ １１ １２．９ ４ １７．４ ６ ９．７ １４ １６．９ １３ １０．８
叔父・叔母 １２ １１．９ ５ ２．９ １ １．７ ２１ ２４．７ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ６ ５．０
先生 １３ １２．９ ３０ １７．６ １０ １６．９ ６ ７．１ １１ ４７．８ ２３ ３７．１ ２３ ２７．７ ２６ ２１．７
従兄弟 ０ ０．０ １３ ７．６ ０ ０．０ ８ ９．４ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
メル友 ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ２ ２．４ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
ペンフレンド ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ３ ３．５ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
いろいろ ０ ０．０ ０ ０．０ ８ １３．６ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
先輩 ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ２ ８．７ ４ ６．５ １１ １３．３ ４ ３．３
バイトの人 ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ １ １．２ １ ０．８
合 計 １０１ １００ １７０ １００ ５９ １００ ８５ １００ ２３ １００ ６２ １００ ８３ １００ １２０ １００
表４ 自由記述：他者（親や友達・つきあっている人以外）４項目の総合度数
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A fundamental and developmental research on “psychological support” was conducted using the data of ７４
elementary school children, ６５ junior high school students, ６６ high school students, and ９０ university students.
The results showed that (a) older students scored higher on psychological support and they received
psychological support from a greater variety of subjects, (b) junior high school students had lower perceptions
of psychological support than did other developmental populations, (c) females scored higher in general
psychological support than did males across all populations, and (d) no gender differences were found in the
internal psychological support factor. We concluded that educators need to consider gender and age differences
when they provide psychological support to their students. In particular, they need to pay special attention to
junior high school students. For example, they need to communicate well and at the same time give students
adequate space.
A Fundamental Research on “Psychological Support”
from the Developmental Perspective
Makiko KASAI＊ and Chiyo KOIZUMI＊＊
＊＊Clinical Studies and Practice of Education, Naruto University of Education
＊＊Tokushima Prefectural Police
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